リーダーの心得
「やってみせ、言って聞かせて、させてみて、ほめてやらねば人は動かじ。
やっている姿を感謝で見守って、信頼せねば人は実らず。

話し合い、耳を傾け、承認し、任せてやらねば人は育たず」
by山本五十六

企業は「ヒト」「モノ」「カネ」「情報」であるが、この「ヒト」が一番厄介なものです。
限りなく平坦な右肩上がりの景気ですが、かつての高度経済成長時代と違い、現在では「モノ」「カネ」ではなく、「ヒト」「情報」の時代です。ましてや、部下を持った手前、管理者は他人の面倒も見なければいけないという厄介な仕事です。
マズローの５第欲求階層説


[image: image1]
①生理的欲求：生存に必要な食べ物、飲み物、睡眠などへの欲求

②安全の欲求：危険な状況や不安定な状況を避けたいという欲求

③社会的欲求：愛情や友情ある人間関係を望んだり、集団への所属を求める欲求

④自我の欲求：自分の尊厳を他人に認めてもらうとか、自立的な思考や行動への欲求

⑤自己実現の欲求：能力の発揮と開発を希求し、限りない成長を求める欲求

この内、会社に居る限りでは、①生理的欲求ならびに②安全の欲求は既に確保されているので、会社では③社会的欲求および④自我の欲求が求められている。

しかし、会社では③社会的欲求および④自我の欲求はもとより、⑤自己実現の欲求こそ、今後強く求められるものである。
マクレガーのＸ理論Ｙ理論

Ｘ理論：人間は、生まれながら怠け者であり、仕事が嫌いである。だから、管理者は部下を働かせるために権力を用いて強制・命令・統制し、アメとムチを使って管理しなければならない。通常、人間は凡庸であり、信念をもたず、命令されることを好み、責任を回避し、安全第一を望んでいる。
Ｙ理論：人間が仕事をするのは遊びや休養と同じく人間の本性である。安全第一・責任のがれ・志がないことは人間の本性ではない。条件次第で人間は自ら進んで責任を取り、納得した目標には自らにムチ打って働く。そして働く人々に重要なのは、自我の欲求や自己実現の欲求を満たすことである。

だから、部下に対しては管理者がＸ理論に基づいた「命令と統制による管理」では部下は“やらされ感”を持ち、モチベーションが下がり、仕事の効率はおろか、ホウ・レン・ソウも怠るようになります。逆にＹ理論に基づく「部下による目標設定」「創意工夫の余地のある目標」「目標達成による満足感」を与え、管理者が進捗を管理すれば、部下のモチベーションが上がり、能力を発揮するものです。
働き蟻の２・６・２の法則
働き蟻の全体で

よく働く蟻：２割

普通の蟻：６割

働かない蟻：２割

の割合で構成されている。この内の働かない蟻を取り除いても、そのうち、２・６・２の法則に戻ってしまう。
なので、へたに“働かない蟻”を除くのではなく、それを如何にうまく普通の蟻に近づけるようにするのが、上司や経営者の努力です。
傾聴の心得

言葉のやり取りは「確認」「納得」のプロセスが必要になります。

ホウ・レン・ソウの対応

	報告・相談
	簡潔に結論を先に
	理由は後で
	理論的に
	事実を
	答える
	理解する

	相談
	思い感じたままに
	あるがまま
	構わずに
	気持を
	伝える
	納得する


人の話を“きく”と言う行為には、「聞く」「聴く」「訊く」と言う三文字があてはまる。

管理者はこの内の「聴く（傾聴）」の態度をとり、部下の求めている情報や考え方、気持ちなど理解し、部下が直面している問題に気づき、自ら問題解決に取り組んでいくことを手伝うところにあります。
このときに、聴く側の評価・良し悪しなどの判断を入れないで、話の腰を折らずに聴くことが肝要です。
傾聴の基本的態度には、以下の三つの条件があります。
①受容的態度：一人ひとりが、みんな異なった考え方・感じ方・生き方をしていることを認め、その気持ちや意味を素直に受け入れる態度。
②共感的態度：相手が伝えたい事柄、気持ち、伝えようとしている意味をできる限り、正確に、完全に理解しようと努める態度。

③一致の態度：相手の話を聴いて、矛盾や違和感を感じる内容であっても、素直に受け容れ、気持ちを害さないことや自分が感じたことを「あるがまま」に率直につたえる態度。

九徳・十八不徳
中国の儒教から来ているリーダーの条件
　　　　　　　　徳　　　　　　　　　　　　　　　　不徳

1． 寛大であるが、締りがある。→コセコセうるさいくせに、締りがない。
2． 柔和であるが、事が処理できる。→とげとげしいくせに、事が処理できない。
3． 真面目であるが、丁寧でつっけんどんでない。→不真面目なくせに、尊大でつっけんどん。
4． 事を収める能力があるが、慎み深い。→事を収める能力がないくせに、態度だけ居丈高

5． 温和しいが、内が強い。→粗暴なくせに、気が弱い

6． 正直で率直だが、温和である。→率直にものを言わないくせに、内心は冷酷。

7． 大まかであるが、しっかりしている。→何にでも干渉するくせに、全体がつかめない。

8． 剛健であるが、内も充実している。→見るからに弱々しいうえに、内容も空っぽ

9． 豪勇であるが、正しい。→気が小さいくせに、こそこそと悪事を働く。

実際には、上の徳を全部備えた人にはお目にかかれませんが、各自なるべく多くの徳を持つようにしていただきたいです。
質問の仕方

お客さんや上司達が使用している言葉について理解していなければ、仕事にはなりません。理解できなかったことをその場で聞かないと相手は理解したものとして話を進めてしまいます。しかしながら、ただ言葉を辞書や本やインターネットで検索しただけでは、馬耳東風になるだけですので、理解したことをメモすることを薦めます。

質問は、ただ「何ですか？」と聞くのではなく、事前に調べるなり、理解していることを使って、「…と言うことでよいのですか？」と言う訊き方をして下さい。調べもせずに面倒くさがって聞いた方が早いと思うのは、聞く相手に対して失礼です。また、何度も同じ質問をしないこと。もし、同じ事を聞くことになったら、訊き方を変えること。

しかし、調べるのに時間がかかりすぎるのは良くないですので、調べ始めて時間がかかると判断した場合は、聞いた方がいいです。
一歩進んで、「…と言う方がよいと思いますが」と言えると、上等！→提案型

また、疑問点はそのままにせずに「…この点はなぜそうなるのですか」と言う質問をして下さい。→問題意識型
軍隊や警察での命令の復唱は、命令の確認と理解しているかどうかを、命令した側も確認できることで、優意義ではあるが、会社ではそこまでやる必要はありません。
＝中国の故事＝

「策は、上策、中策、下策を用意して、上役に提案し、採決して貰う」

＝フランス人、イタリア人＝

常に「３つの考えがある」と言う。本当は１つだけでも必ず「３つある」と言って、

１つを言っている間に残りを考える。

高等テクニック：相手に自分の有利になるような提案をする。

比喩やたとえ話をしてもよい。

考え方

頭は生きているうちしか使えませんから、大いに頭を活用しましょう！

あなた方は、なぜここに居るのかをよく考えてください。

会社に勤めるということは、その会社の経営方針、経営目的、社内の文化というベクトルにあなた方が共感して入社した何らかの理由があるはずです。もしないとしたら、あなた方自身がそれらに合わせなければならないのです。ベクトルがあわなくなったら、会社から出て行くしかありません。
あなた方は絶えず変化する周囲の環境に反応して、進歩し続けなければなりません。そして、会社の中で経営方針、経営目的、社内の文化にどのように対応し、また会社に貢献し続けることで、会社は発展し経営を継続することが出来るのです。
“人は平等”だといいますが、平等に与えられているものは、一日２４時間という時間と、確実な“死“だけです。如何に一日２４時間を有意義に使用して、死ぬまで充実して生きるかが問題です。

「この仕事はうまくいく」と思ったり考えたりすると、不思議にうまくいくものです。ですので、いつも「うまくいく」と思ってください。最初から他力本願ではうまくいきませんが、「うまくいく」と思うことにより、以外にも周囲が協力してくれたり、手助けをしてくれたりします。→ポジティブシンキング
仕事は結果も大事ですが、その過程も大事です。
６Ｗ３Ｈ

仕事は５Ｗ１Ｈ（When,Where,Who,What,Why,How）ではなくて、６Ｗ３Ｈ（When,Where,Who,What,Why,Whom,How,How many, How much）で考えてください。

	why
	なぜ（目的・効果）

	what
	なに（問題・課題）

	where
	どこ（原因）

	how
	どのようにして（解決策）

	when
	いつ（実現時期）

	who
	だれが（実現体制）

	whom
	だれに（実現体制）

	how mach
	いくらで（必要経費）

	how many
	いくつ（必要量）


仕事はアート。スキルにあらず。

この場合のアートは“芸術”といういみではなく、教養や感性に支えられた経験に基づくものです。

アート：芸術の他に、技術、技芸、技巧、熟練という意味がある。

また、仕事は５Ｗ（Why×５）の連続で考えてください。

６Ｓ

整理・整頓・清掃・清潔・躾･習慣
３ム運動
ムダ、ムラ、ムリ

ＰＱＣＤＳＭＴ
Productivity：生産性

Quality：品質管理

Cost：コスト管理

Delivery：納期管理

Safety：安全

Morale：士気、やる気

Time,Timing：時期

考え方のツール

発想法入門

・ブレインストーミング（発散）

①批判一切お断り

②自由奔放

③量を求む

④組み合わせ・改善
　・ＫＪ法（収束）

　　　　川喜田二郎氏が提唱。
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・ロジカルシンキング：論理的な思考と構成のスキル
・クリティカルシンキング：批判的に考える。吟味しながら思考する
プレイングマネージャとしての立場

グループリーダーといえども、現場では管理業務に徹しているわけではなく、プレイングマネージャにならなければなりません。

ですので、管理業務のスキルも必要ですが、技術業務のスキルもアップしなければなりません。

当然、後から入社してきた社員がその両方を兼ね備えた人物であれば、あなた方と交代させられます。悲しいですが今の時代は、実力主義の下克上の世界です。
今の時代は、終身雇用制度はとうの昔に崩壊し、能力主義の時代です。従って、スキルやキャリアは会社が積ませてくれるものではなく、自ら学んで積むものであること言うことを認識してください。

「ビジネスというものは簡単にいくものではではなく、経験を肥やしにして一つひとつ学びながら、コツコツと積み上げていくのが大事」
ＰＤＣＡ

ＰＤＣＡとは、ISO9001やISO27001などのマネジメントシステムで用いられる改善のサイクルのことですが、今ではマネジメント一般に用いられるようになりました。繰り返し改善のサイクルをまわし続けることにより、よりよい経営をしましょうということです。

以前はＰＤＳ（Plan,Do,See）と言っていましたが、“改善”が入り、より一層良くなりました。

このＰＤＣＡの考え方自体は、日常に応用できることであり、またあなた方も日々知らずに使用していることです。
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マナー

最近、書店には、マナー本専門のコーナーがあります。それだけ今はマナーが廃れているということです。マナー…特にビジネスマナーは社会人として必要不可欠なものなので、是非身に着けてください。また、冠婚葬祭のマナー、食事のマナー、異性のエスコートのマナーは、今後人付き合いが増すごとに重要なものになります。
また、上司の態度は部下が真似します。普段から身だしなみやマナーに気をつけていることにより、部下達の見本になるようにしてください。
訪問について

訪問での常識、入るときにはコート類は玄関口で脱ぐ。出ていくときは、玄関口で着ても良い。

余談

日本間に上がる場合は、入るときには決して尻を見せないこと。→尻を見せないで脱いだ靴を外に向けるのにはどうしたらよいか？

畳の部屋では、主人と畳一畳空けて相対するのが礼儀。座布団は跨がない。座布団に直接腰を下ろすのは失礼に当たる。座布団の外に座って、座ったまま座布団に乗るのが正解。
…ちなみに、
日本間

入り口から一番奥が上座　

床の間の床柱を背にする人が上座

洋間

テーブルを前にして右手が上座、左が下座。壁際なら奥。窓があるなら、景色を見ることができる位置が上座。

飲み屋での座り方

上座とは、部屋の奥または、床の間がある方が上座。床の間の方が優先する。

カウンター席では、中央に偉い人、偉い人から見てその左に二番、右に三番、左四番、右五番と振り分ける。飲み屋のカウンター席の端は、常連客の定席なので座らないように。

中華料理屋での座り方

円卓は、一番奥に偉い人、偉い人から見てその左に二番、右に三番、左に四番、右に五番と振り分ける。但し、中国の円卓の場合は、一番奥に偉い人、後は時計回り。

純日本民家

純日本民家では、大黒柱を背にするのが主人の席。主人以外は誰も座ってはいけない。

タバコのマナー

最近は、健康志向で「健康増進法」などがあるほどで、タバコを吸う人は少なくなりましたが、タバコを吸う人に一言！

タバコは指定場所で喫煙することは無論ですが、路上の歩行喫煙はやめてください。

あなたのタバコの煙で周りの人が迷惑しています。
タバコの吸殻やゴミを路上にポイ捨てするのも絶対やめてください。誰がその吸殻を掃除するのでしょうか？よく考えてください。

会社を一歩出れば、あなたの行動は常に見られているものと考えてください。会社の近所でポイ捨てをすれば、すぐに近所の人に会社自体が悪い印象を持たれてしまいます。また、大きな会社では駅からの通勤路に対してボランティアを募集して清掃していることがよくあります。そういう人達と話をしていると、大抵吸殻やゴミのポイ捨てをする人は、その会社に来ている派遣とか契約社員の人達だといいます。それだけで、私達のような会社はよく思われていないのです。

ですので、せめてあの会社の社員はマナーを心得ている。と言われるようになってください。
キャリアアップ

今の時代は、終身雇用制度はとうの昔に崩壊し、能力主義の時代です。従って、スキルやキャリアは会社が積ませてくれるものではなく、自ら学んで積むものであること言うことを認識してください。
残念ながら、人間は死ぬまで勉強し、努力し続けるものです。

ＰＧの行く末（この業界から逃げ出さない限り）


・職人ＰＧ


・ＳＥ


・ＰＭ


・コンサルタント


・管理職
・会社役員

・独立開業

…いずれになるとしても、継続的なスキルアップが必要！情報処理技術者試験等の資格を取得するなどが良い動議付けになる。

１年後、３年後、５年後の自分を思い描いて、そのようになれるように日々のスキルアップ計画を立てましょう。そして実行して、１年後、３年後、５年後に結果を見て、計画とのズレがあれば改善ために次の計画を立てて実行しましょう。

（これぞＰＤＣＡ！）
会社の人との飲み会もいいですが、月に一度飲みに行った気持ちになって、そのお金（３～５千円程度）で専門書を一冊購入して読むことを薦めます。

９月、２月の法則：この会社だと、毎年９月と翌年の２月に若い人達が「転職したい」と言い出す…どうも、８月や１月に帰省した際に、学生時代の友人に会って話をしているうちに、今の自分に不安になるらしい…いわゆる５月病。これを以下に解消してやるかが上司の腕次第…
転職を考えるなら、今の自分の能力を見直して、それがよそで通用するかどうか良く考えてください！…通用しないと思ったら、今の会社でスキルをアップしてください！！

→隣の芝は青く見えるけど、そこに行ってあなたは幸せになれますか？

それから、なぜこの会社に入社したかの初心を思い出してください。

ＩＴＳＳ（ＩＴスキル標準）の話

ＩＴＳＳとは、経済産業省が定めた、個人のIT関連能力を職種や専門分野ごとに明確化・体系化した指標。ITサービスの分野を、「マーケティング」「セールス」「コンサルタント」「ITアーキテクト」「プロジェクトマネジメント」「ITスペシャリスト」「アプリケーションスペシャリスト」「ソフトウェアデベロップメント」「カスタマサービス」「オペレーション」「エデュケーション」の11分野に大別し、それぞれの専門分野ごとに達成度指標、指標ごとに必要とされるスキル、熟達度を7段階で定義している。「達成度の指標」の項目では、例えば、「業務内容、複雑さ」「プロジェクトの規模」などといった項目ごとに指標が設けられている。また、達成度指標で提示された指標を実現するために必要とされる具体例が「スキル、熟達度」の項目で提示されている。ITSSを用いることで、個人のIT関連能力がITエンジニアの成長段階のどの位置にあるか客観的に判断できるため、IT企業の「戦力」の正確な把握や、研修プログラム開発の際の目安となる。
…他に、似たようなものにETSS(組み込み技術者のスキル基準)、また厚生労働省の職業能力基準と言うものがある。

これらを使用して、今居る自分のポジションで何が不足している、また将来にむけて何をレベルアップするかの明確な指針になる。

ＳＷＯＴ（スウォット分析）：事業や製品の強み, 弱み, 機会, 脅威の判定などを応用して、自分自身の長所・短所・スキル不足・スキル上達などの分析をしてみるとよい。










問題意識を持つ

業務を遂行する上で、常日頃に与えられた目標に対する問題意識を持ってください。また、その問題に対して安易に人に解を求めないで下さい。

まず、与えられた目標に対するあるべき姿（目標が達成した形：問題がクリアされた時）を想像して、その実現することに対しての問題や疑問を自身で洗い出して明確にして、一つ一つに対して解決策を考え、その中で人の支援が必要なものに限り、人に質問をして解決していってください。
客先では「出来ません」という言葉は言わないで下さい。あなた方はもう既に会社の看板を背負っています。ですので、仕事意識を強く持ってください。そのためには、まずどうやったらそれが実現するかを良く考え、調べるなり、人にきくなりして可能性を探ってください。「出来ません」と言ったら、そこであなた方とお客さんとの信頼関係は失われて、二度と仕事が来なくなるかもしれません。しいては、会社の信用失墜（この業界は意外と裏でつながっていて、悪い話はすぐよそに伝わります）して、あなたのみならず、会社の皆さんが悪い印象を持たれて迷惑をかけ、挙句には会社が傾くかもしれません。

一度失った信頼は取り戻すのには、相当の苦労が要ります。

部下の鑑になる

部下は上司の人となりを常に見ています。ですから、上司がマナー違反やルール違反をすると、部下もすぐにそれを真似てしまいます。

上司は、常日頃部下に見られているという気持ちで、振舞わなければなりません。

日頃から勉強をして、スキルアップ・キャリアアップをしている上司の背中を見て、部下達は上司を見習い、スキルアップ・キャリアアップに励みます。
また勉強の成果を部下にフィードバックすることにより、自身が勉強でインプットされた情報がリフレッシュされるだけではなく、部下に伝達する技術が向上し、また部下が理解することにより、部下が成長し、以後あなたの言いたいことを自然に理解してくれるようになります。

「将来、あなたのような上司になりたい」と憧れをもたせる上司になるようにしてください。そして部下を育成する良い師匠になってください。
たまには息抜きも必要

今の時代は能力評価主義になり、社内でもお互いをライバル視して会話もない雰囲気です。しかし、それでいいのでしょうか？
昔の日本の企業は“義理”“人情”“浪花節”(GNN)で高度経済成長を遂げてきました。
バブル経済崩壊後、能力主義になりましたが、たまには息抜きで部下との雑談も必要ではないのでしょうか？

しかしながら、仕事にまったく関係のない長時間の雑談はご法度です。まったくするなとは言いませんが、そういう話はなるべく短くしましょう。楽しい雑談は心の潤滑油だと考えます。

仕事に対する雑談や論議は大いにすべきだと思います。これは、お互いを研鑽し、正しい情報の交換です。
結局、人と人との係わり合いは、コミュニケーションがなくては駄目なのです。

仕事は独りでやっているのではないので、周囲とのコミュニケーションを図ること！
「人は皆、独りでは生きていけないものだから」by中村雅俊

「“人”と言う字は、人と人とが支えあって出来ているのです」by武田鉄也（金八先生より）
あなたからの一方的な通達だけで、コミュニケーションがなければ、部下のモチベーションが下がり、まず部下からのホウレンソウ（「報告」「連絡」「相談」）がなくなり、そしてあなたに対する信頼がなくなり、部下の心が次第に離れていき、そのうち転職されてしまいます。また、部下に対していい加減な受け答えをすると、部下はやはりあなたを信頼しなくなります。

「人は城、人は石垣、人は掘。情けは味方、仇は敵」by武田信玄
興味を持つ

仕事や仕事以外で興味を持ったことについてどんどん調べてください。調べているうちに色々な事を覚えて、当初一見別々なものと思っていたことが繋がっていたり、仕事や趣味に応用できるような発見があったりします。

新聞の見出しや書店の新書コーナーを見ているだけでも、今の情勢が多少なり分かるものです。ただし、流行物にはマスコミによる情報操作もありえますので、傍目八目の視線で観るようにしましょう。
趣味を持つ

日々の業務で仕事のことで頭が凝り固まってしまいますので、仕事以外の趣味を持つことを薦めます。本来は趣味と仕事がマッチしているのがいいみたいですが、趣味が仕事になるとつまらなくなるという話をよく聞きます。

仕事以外の趣味は新たなチャンスにもなることがありますし、時には仕事を助けてくれたりします。そしてなにより、日々たまった仕事でのストレス発散にもなります。

しかし、趣味の道具に懲りだすと散財になり、日々の生活に困ることになりますから注意しましょう！でも、趣味の道具を今の収入の範囲で余った予算を割り当てて、少しずつ集めていくという目標を持つと、日々の仕事に張り合いがでることもあります。

また、体を動かす趣味を持てば、日々の仕事で溜まった脂肪とストレスが解消されるので、一石二鳥の効果が望めます。
教養を磨く

スキルやキャリアアップのために仕事に関係する書籍などを読んで身に着けることは当然ですが、それだけ続けて読んでも気力が続きません。ですので、息抜きのためにも、たまには仕事以外の本を読んで教養をつけてください。そういう本で身に着けた教養が意外な場所（お客さんや先輩・上司との会話等）で発揮されると、相手の方の持っているあなた方の印象が変わり、相手との親密度が高まったりすることがあります。

余談

息抜きに読む本としては、今流行の新書がいいです。色々なテーマ（仕事に関係あるなし）について書かれていて、値段も一冊700円～900円程度、スーツのポケットに入るので、通勤の時間つぶしにもってこいです。

体力をつける

この業界の仕事は椅子に座ってする仕事が多いです。「肩こりと腰痛と痔は、プログラマー・ＳＥの職業病（ＰＭは雑用が多くて歩き回ります）」みたいなものです。また体力がないと、病気になったりして仕事を休まなくてはならなくなります。社会人になると自分の体は自己責任で管理しなくてはいけません。
職場でできる軽いストレッチ体操や、休日のウォーキングやジョギング等、あるいはバッティングセンターやゴルフ練習場に行ったりして体力をつけてください。業務のストレス発散にもなります。
また、会社でも野球チームなどの活動をしていますので、入部してもよいでしょう。

鬱病：精神病の一。気がめいって気力が出ず、劣等感・不安・厭世(えんせい)的気分・絶望感などにとらえられる。躁鬱(そううつ)病の鬱状態として現れる場合と、単独で現れる場合とがある。抑鬱症。
鬱病にかかると、自分自身はもとより、周囲の人も大変なことになります。鬱病はなかなか周囲の人に理解されず、また周囲の人も対処が分からずに、不用意な言葉をかけられて、結局かかった本人が苦しむことになります。鬱病の治療には特効薬などは存在せず、心療内科や精神科での投薬療法やストレスマネジメントといった会話や呼吸法などの精神を徐々に穏やかにする治療が行われます。それで短期間で治ればいいのですが、なかなか治らなかったり、また鬱病にかかったりして苦しむことになります。

そうならないためにも、普段から周囲の人達とコミュニケーションを図り、ストレスを溜めないようにするしか予防策はありません。鬱病の本を一冊読んでおくとよいでしょう。そこで思い当たる症状があったら、迷わずに心療内科や精神科に相談してみてください。

仕事関係以外の友人を作る

社会人になるととかく仕事関係の人達と固まってしまいがちになります。仕事関係以外の人と交流を持ち、考えや見方の違う人の意見を聴くことにより、より違った見方や新しい発見とかがあります。

職場の友人関係を作る

職場の友人は、学生時代の友人と違い、あるときには良き協力者や理解者であり、一方ではライバルです。

でも、足を引っ張り合うより、お互いを高めていくような良きライバル関係を作ることを薦めます。また、「この分野については自分がよく知っているが、あの分野については、彼または彼女がよく知っている」と言う風に、ギブアンドテイクの関係になるのもよいことです。でも、そのためには、自分がギブ出来る分野のスキルを磨かなければいけません。
上下関係を作る

今の人達は、とかく同年代でまとまりがちですが、会社は様々な年代の人達が多い世界です。そのため、あなた方の年代では常識的なことも、会社の人達に通用しないことがあります。

会社やお客先の人達にはこれからの仕事を円滑に行えるヒントを多く持っていますし、また経験も豊富ですから、社会のルールやマナーを教えてもらったり、仕事の経験談（特に失敗談）を聴いて今後の仕事に生かすようにしてください。それに、部下の人達とも一緒に仕事をする仲間として、お互いを知るためにコミュニケーションをとりたいのです。部下の人達から飲みにいこうと言うことは滅多にありません（あれば、あなたはかなり部下に慕われている証拠です）ので、こちらから積極的にコミュニケーション（のみゅにけーしょん？）を取りましょう。
オープンな態度を心がける

部下があなたに対する臣従と仕事に対するホウ・レン・ソウはもとより、プライベートに対する相談をしやすくするために、オープンマインドな姿勢を取ることを心がけてください。部下との信頼関係を築かずに居ると、あなたの言動はパワーハラスメントに取られる可能性があります。
スタックを持つ

部下からの割り込み（ホウ・レン・ソウ等）は自分の仕事を即中断してでも受けるようにしましょう。そのためには、割り込みが終わった後ですぐ自分の作業に戻れるようにするために、記憶のスタックをつくりましょう。

またその時に、部下に対しての態度（露骨に嫌な顔や態度）をせずに、部下に向き合って傾聴するようにしましょう。部下はあなたが頼りですから、情報をくれたことに感謝しましょう。
ハラスメント

管理者の言葉は以外に部下にとってのプレッシャーになり、部下にとってはパワーハラスメントととられる場合があります。最近では、ハラスメントに対する訴訟は個人対会社ではなく、個人対個人。すなわち、部下が管理者であるあなたに対して司法に訴えられるケースが出てきています。
また、異性に対するセクシャルハラスメントなどにも注意。
ハラスメントに対する問題が発生すると、ハラスメントをした個人はもとより、会社の信頼を失墜させかねる自体になります。
これを回避させるには、普段から部下とのコミュニケーションを活発にし、部下との信頼関係を結んでおくことです。

メンタリング

メンターとは、部下に対してビジネススキルを中心に「自立支援」出来る人のことを指します。単に、仕事の仕方を教えるというのではなく、全人格的に対応し、相手の生き方までをも導くことです。
部下の声を聴く方法
・仮説をぶつけてみる

・雑談をしてみる

・空気を読む

その手段として、

・オープンクエスチョン

・クローズドクエスチョン

・ボディランゲージ

・コーチング

を用います。

コーチング

コーチングは、部下の目標達成に対して部下のたてた目標に対しお互いに納得して部下のやる気を起こさせて、部下の成長を促進する方法です。そのためには、メンタリング同様に傾聴をして部下のやる気を起こさせるようにしましょう。
コーチングとは、

部下の個性や特性を知るために、

部下の能力を引き出すために、
やる気を引き出すために、

自発的な行動をうながすための　　　　　　
基本的な法律を知る
部下を持つと、管理者は彼、彼女らを守る権利も発生します。そのために労働基準法や派遣労働法などの基本的な法律を少しは勉強しておくことです。また、会社の就業規則を知っていると、不当な残業に対する対処とか、出張、慶弔、出産・育児等の決まりごとを部下にアドバイスすることになりますし、また自分のためにもなります。
以上
⑤自己実現の欲求





④自我の欲求





③社会的欲求





②安全の欲求





①生理的欲求















































コミュニケーション手段です！





日常への応用





Ｐlan
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Ｃheck





Ａct





１０分早く出よう





５分遅刻


した





会社に行く





会社に５分前に着こう


















































こうなるほど、コミュニケーション能力が必要になる
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このエリアをいかに少なくするか





プラス





マイナス





弱み





脅威





内部環境





外部環境








応用





このエリアをいかに少なくするか





スキル満足





スキル不足
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